





































































































































































⑧「食」に対する９項目（ア お金がかからない，イ 時間がかからない，ウ 手間がかからない，
エ 自分の好みの味である，オ その時に食べたい，カ 安全・安心である，キ 栄養のバランス，
ク 太らない，ケ 体に良い）の優先順位を１～９の数字で記入させた。このデータを日本IBM社
SPSS22.0によりクラスター分析（Ward法）した結果，４つのグループに分かれた。質問項目を
関連項目ごとに４つの大項目にまとめた後，４グループそれぞれの平均点を算出した結果，表４
のような特徴的な点数分布が見られたため，この特徴をとらえたタイプ名を付した。食の安全志
向はⅢタイプ，健康志向はⅣタイプである。
　つづいて，⑨調理実践へ影響を及ぼす要因12項目（１美味しく上手く作れた成功体験，２失敗
に対するリベンジ，３自分で作りたいという気持ち，４人に食べさせたいという気持ち，５外
食・中食の栄養の偏りを学ぶ，６外食・中食の安全性の疑問について学ぶ，７食品添加物の危険
性について学ぶ，８食事作りの必要性，９家庭にある身近な食材・調味料で作れる，10一人暮ら
しという状況，11節約の必要性，12実習した調理レシピのも存在）を設定し，それに対する5段
階評価を，上記４タイプごとの平均点で算出し，SPSS22.0にて対応のないｔ検定を行った。そ
の結果を図２に示す。
　この設問は「食の安全・健康志向か否か」という意識の差異が調理実践に及ぼす影響を探るこ
とが目的であった。食の安全・健康志向か否かに関する質問は５，６，７である。他の９項目はこ
の３項目と比較するために設定した。「５外食・中食の栄養の偏りを学ぶ」の項目で，Ⅰ合理性
表３　市販の冷凍食品のイメージ
表４　「食」の優先順位によるタイプ分類
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重視型とⅣ健康重視型間，及びⅡ嗜好性重視型とⅣ健康重視型間において１%水準での有意差が
認められた。また「７食品添加物の危険性について学ぶ」の項目で，Ⅰ合理性重視型とⅣ健康重
視型間において１%水準，Ⅰ合理性重視型とⅢ嗜好性＋安全性重視型間，及びⅡ嗜好性重視型と
Ⅳ健康重視型間において５%水準での有意差が認められた。
　これにより，食の安全・健康志向型の人は，外食・中食の栄養の偏りや食品添加物の危険性を
学ぶことが，調理実践に影響を及ぼすと考えていることがわかる。自分自身がそれらを学んだこ
とで，手作りの重要性を感じているのではないかと推察される。
　この結果は，食の安全・健康に関する知識，情報を与える方法，内容を工夫することでの調理
実践を促す可能性を示唆しており，その可能性実現のためには，より具体的，身近な内容をわか
りやすく，インパクトのある方法によって教授することが必要である。
（2）実習授業における「自家製冷凍お弁当おかず作り」の実践
　事前準備として，３品のメニューの検討を学生たちに行わせるため，３週前に告知し，２週前
に留意点・採点基準（１解凍時に水分が出ない，２彩りがよい，３解凍後の食感が悪くない，４
美味しい）を示したプリント，及び分量・レシピの記入用紙を配布し，１週間前に班員での自由
調理メニュー検討の時間を設けたのち，自由調理の実習を行った。
　2013年７月の「調理学実習Ⅰ」において，４，５人で構成する班ごとに，「自家製冷凍お弁当お
かず」を３品ずつ自由調理・冷凍し，解凍後，全班分を全員で試食したのち相互評価を行い人気
メニューの公表と，全メニューを記載したレシピ集の作成・配布を行った。
（3）「自家製冷凍お弁当おかず作り」の調理・試食前後の意識変化について
　「自家製冷凍お弁当おかず作り」に対する意識７項目を５段階で評価したものの調理・試食前
図２　調理実践へ影響を及ぼす要因
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後の意識変化を図３に示す。各項目について「どちらともいえない」を中心の３点ととし，「と
てもそうだ」５点から，「全くそう思わない」１点までの５段階での回答を求めた。反転項目
（１～４）は点数を反転済みであるため，点数が高いほど肯定的評価となる。
　７項目全てにおいて，「自家製冷凍お弁当おかず作り」の調理・試食前後の意識に有意差がみ
られた。「１お弁当作りは大変」「７お弁当おかずは手作りの方が良い」の２項目に関しては５％
水準に留まったが，７に関しては実習前の意識がかなり高かったためと思われる。「４冷凍食品
は家庭では作れない」という思い込みと，「３弁当作りは大変なのでできれば作りたくない」と
いう気持ちが薄れ，「５いろいろな自家製冷凍お弁当おかず作りに挑戦してみたい」「６お弁当お
かずを考え，工夫するのは面白そう」との意欲向上が見られ，本実践の教育効果の可能性が示唆
された。
（4）「自家製冷凍お弁当おかず」を作ってみての感想（自由記述）
　本実践後，自由記述での感想を書かせ分析した結果を図４に示す。感想を集約，グループ分類
後，項目名を付した。項目名は「１負のイメージの払拭」「２楽しさの体験」「３他者とのかかわ
りの楽しさ，他者からの学び」「４気づき・理解」「５成功体験からの自信」「６実践への意欲」
とした。６項目を並列に表しているが１～５が６を引き出しているとも捉えられる。
　この１～６の項目は，筆者前報の「生活実践を促すための要因」との一致が認められることか
ら，前回の要因分析の裏付けともいえる結果であった。このことから改めて，生活実践を促すた
めには「楽しさ」「他者とのかかわり」「気づき・理解」「成功体験からの自信」「意欲」等の要因
が重要であることが明らかとなった。これに加えて，家庭での再現を可能にする「レシピ」も必
要である。
総　　　　　括
　食の優先順位を尋ねた結果をクラスター分析により４つのタイプに分け，食の安全・健康意識
の差異が調理実践に及ぼす影響について検定を行った。その結果，２項目について有意差が見ら
図３　「自家製冷凍お弁当おかず作り」の調理・試食前後の意識変化
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れた。具体的には，「Ⅲ嗜好性＋安全性重視・Ⅳ健康重視型」の学生は「Ⅰ合理性重視型・Ⅱ嗜
好性重視型」の学生に比べ，「外食・中食の栄養の偏り」や「食品添加物の危険性」を学ぶこと
が調理実践に影響を及ぼすと考えているということである。
　これは，家庭，学校教育の中で，食の安全・健康に関する知識，情報を与える方法，内容を工
夫することにより調理実践を促す可能性が大きいことを示唆している。生徒・学生の頭と心に残
るインパクトのある方法で，より具体的，身近な内容をわかりやすく教えることが教育効果につ
ながるであろう。今後，Ⅲ・Ⅳ型の学生がこれまで受けた教育内容，情報源を調査することで，
必要な教育内容・方法を具体的に探っていきたい。
　また，身近な食事形態であるお弁当に多用される冷凍食品を手作りする「自家製冷凍お弁当お
かず作り」の調理・試食後，意識項目のすべてに有意差が見られた。「冷凍食品は家庭では作れ
ない」という思い込みと「弁当はできれば作りたくない」という気持ちが薄れ，「いろいろな自
家製冷凍お弁当おかず作りに挑戦してみたい」「お弁当おかずを考え，工夫するのは面白そう」
との意欲向上が見られ，教育効果の可能性が示唆された。
　本実践は，発達段階を考慮した内容にアレンジしたものを小学・中学・高等学校の家庭科に取
り入れることが十分可能であり，意欲喚起，家庭での実践のきっかけづくりへの一助となると考
える。全国的なお弁当作りの実践が多く見られるが，その実践の幅を広げる題材として調理実習
への導入を期待する。
〔2014.　9.　25　受理〕
図4　自家製冷凍お弁当おかず作りの感想（自由記述）の分析（人数）
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